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旭中学校

善願寺
（大豆三粒の金仏）

  林松寺
　（中田鋳三郎の墓）　（中田鋳三郎の墓）

能延寺

清巌寺
（鉄塔婆）

宝蔵寺
（およりの鐘）

ユニオン通り

オリオン通り
日野町通り

西小学校

観専寺
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  光徳寺
（諏訪順八，渥美豊吉の墓）

台陽寺
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り
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町
木
材
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宇都宮
市役所松ヶ峰門松ヶ峰門

①

②

③

④
⑤

⑥
⑦
⑧

⑨
西
原
小
学
校

一
条
中
学
校

③英巌寺
宇都宮藩主戸田家の墓所で、珍しい亀趺型の
墓石は戸田忠恕公のもの。
第１次宇都宮城攻防戦で旧幕府軍がこの寺に
放火した際、幽閉されていた旧幕府主席老中
板倉勝静、勝全親子を庫裏から救出した。
本尊の釈迦如来は報恩寺に安置。

④松ヶ峰門付近土塁
高さ５メートル程の土塁で、宇都宮城の数少
ない現存する遺構。（他には旭町大銀杏の三
ノ丸土塁跡のみ）
流山で近藤勇を捕縛した有馬藤太も宇都宮入
口付近の戦闘で重傷を負った。※土塁周辺は私有
地のため見学の際は十分なご配慮をお願いします。

※門の画像はハメコミ合成です

⑤松ヶ峰門
この一帯で激しい戦闘が行われた際、土方歳
三は足指を負傷し、戦線を離脱した。

『内藤隼人（土方歳三の変名）は小銃丸にて
足を撃たれ、薄手とは云いながら歩行成り難
く～』　　　　戊辰ノ変夢之桟奧羽日記　塩谷敏郎

⑧一向寺
戊辰戦争や関東大震災など危難が迫ると汗を
かいて知らせるという通称「汗かき阿弥陀」
や、六道ノ辻の無縁仏など全ての御霊を供養
する戊辰戦争慰霊碑、五却思惟のため髪が伸
びてしまった姿の大谷石造阿弥陀如来坐像な
どがある。

⑨六道ノ辻　戊辰役戦士墓
宇都宮藩士 戸田三男が、会津で捕えた長岡藩
家老 山本帯刀から託された遺品を使い、有志
の賛同を得て康碑した。

『藩主、我に戦いを命ぜしも、未だ降伏を命
ぜず』

『これを貴藩に提供す。相当の費用に充てら
れんことを』
戊辰戦争における敵方の墓でありながらも、
地元の人達の温かい供養により、いつも美し
い花が飾られている。
毎年旧暦の 4月 23日に当たる日には墓前祭が
行われる。形見として託された山本帯刀の佩
刀は、長岡市に里帰り中。

⑥光琳寺
鳥居を持つ新政府軍因州藩士の墓と旧幕府軍
桑名藩士の墓が向かい合っている。
長岡藩主 牧野忠敬公妻 路子夫人が詠んだ感
動の碑文が胸を打つ

『討つ人も　討たるる人も　もろともに　
同じ御国の　為と思えば』

⑦報恩寺
戊辰薩藩戦死者墓は全国の薩摩藩官修墓で特
に美しい景観と評され、入り口に鳥居を持つ
戦士烈士の墓の灯篭には中村半次郎（桐野利
秋）や野津七次（道貫）の名が残る。
禅寺らしい芧葺の山門や吾唯知足の池、北向
甘酒地蔵も見どころ。

※門の画像はハメコミ合成です

須賀神社
↓ ①下河原門

『～下河原口は多く本藩の兵にして香川氏指
揮せられ力を尽して拒き守れり。
これより敵味方互に鉄砲を発して相戦う。賊
は尚進んで散兵を以て簗瀬橋よりうんかの如
く城門に迫り来る～』　　　　戊辰日記　縣勇記
付近の須賀神社が目印。

②常念寺
元々城内にあった彰義隊数士之墓が明治27年
亀郭の建設に伴いこの寺内へ移された。
実際の被葬者は第2次宇都宮城攻防戦時に付
近で戦った御料兵と思われる。

『数士姓名不祥戊辰夏戦死此地里人埋之今已七年為敵
樹之何以得改恨在慰幽魂也』　   部は不確定

―
―
戊
辰
戦
争
の
あ
ら
ま
し

慶
応
３
年
（
１
８
６
７
）
10
月
15
日
、
大
政
奉
還
が
成
立
し

激
動
の
時
代
が
始
ま
り
ま
す
。
江
戸
幕
府
十
五
代
将
軍
徳
川
慶

喜
が
政
権
を
朝
廷
に
返
還
し
、
政
治
は
朝
廷
が
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
が
、
政
権
の
み
な
ら
ず
領
地
も
返
還
す
る
よ
う
命
じ

ら
れ
た
た
め
、
幕
府
は
反
抗
し
、
薩
摩
藩
や
長
州
藩
な
ど
の
新

政
府
軍
と
の
間
で
戦
争
が
勃
発
し
ま
し
た
。（
鳥
羽
・
伏
見
の

戦
い
）

こ
の
戦
い
に
徳
川
慶
喜
は
大
敗
し
た
た
め
、
幕
臣
の
勝
海
舟

を
通
じ
て
西
郷
隆
盛
と
交
渉
し
た
と
こ
ろ
、
江
戸
城
を
退
去
し

て
水
戸
へ
謹
慎
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
う
え
、
江
戸
城
だ
け
で

な
く
軍
艦
や
兵
器
な
ど
も
没
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

幕
臣
た
ち
の
中
に
は
こ
の
よ
う
な
命
令
に
従
う
徳
川
慶
喜
に

不
満
を
持
つ
者
も
多
く
、
歩
兵
奉
行
だ
っ
た
大
鳥
圭
介
は
精
鋭

部
隊
を
引
き
連
れ
て
日
光
東
照
宮
を
目
指
し
脱
走
し
ま
す
。

ま
た
、
京
都
守
護
職
を
務
め
た
会
津
藩
主
の
松
平
容
保
は
朝

敵
の
汚
名
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
偽
り
の
勅
命
で
あ

る
と
し
て
、
越
後
や
奥
州
の
諸
藩
は
連
合
し
て
新
政
府
軍
に
対

抗
し
よ
う
と
し
た
た
め
、
江
戸
と
会
津
の
間
に
あ
る
下
野
国
が

戦
場
に
な
り
、
多
く
の
被
害
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

明
治
元
年
（
１
８
６
８
）
９
月
22
日
に
は
、
会
津
若
松
城
が

つ
い
に
落
城
。
越
後
や
奥
州
の
諸
藩
も
降
伏
し
、
戦
場
は
さ
ら

に
北
へ
と
移
っ
て
い
き
ま
し
た
。

―
―
宇
都
宮
城
の
戦
い

大
鳥
圭
介
と
と
も
に
江
戸
を
脱
走
し
た
部
隊
は
、
途
中
で
本

隊
と
別
動
隊
に
分
か
れ
て
ま
ず
宇
都
宮
城
を
目
指
し
ま
す
。
こ

の
時
す
で
に
宇
都
宮
藩
は
新
政
府
側
に
つ
く
こ
と
を
決
定
し
て

い
ま
し
た
。

約
二
千
名
の
別
動
隊
を
率
い
る
江
上
種
明
と
土
方
歳
三
は
、

松
戸
か
ら
水
海
道
を
経
て
下
館
、
真
岡
へ
と
進
み
、
鬼
怒
川
を

渡
っ
て
上
三
川
に
あ
る
満
福
寺
に
宿
陣
し
ま
す
。

慶
応
４
年
（
１
８
６
８
）
４
月
19
日
、
旧
幕
府
軍
別
動
隊
は

宇
都
宮
城
下
へ
と
迫
り
、
田
川
に
架
か
る
簗
瀬
橋
や
下
河
原
門

で
、
宇
都
宮
藩
と
衝
突
し
ま
し
た
。

庶
民
た
ち
は
、
こ
の
様
子
を
二
荒
山
神
社
か
ら
娯
楽
の
よ
う

に
眺
め
て
い
ま
し
た
が
、
突
然
、
飛
来
し
た
砲
弾
が
茶
屋
に
命

中
し
た
こ
と
で
、
自

分
た
ち
が
戦
争
に
巻

き
込
ま
た
こ
と
を
悟

り
、
散
り
散
り
に

な
っ
て
逃
げ
出
し
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

旧
式
装
備
の
宇
都

宮
藩
は
、
最
新
鋭
の

装
備
と
戦
術
を
身
に

つ
け
た
旧
幕
府
軍
の

攻
撃
を
防
ぎ
き
れ
ず
、

後
日
の
再
戦
を
期
し

て
、
姻
戚
の
館
林
藩

を
頼
っ
て
退
却
。

こ
の
際
に
二
荒
山

神
社
は
炎
に
包
ま
れ

社
殿
な
ど
は
焼
失
し

ま
し
た
が
、
幸
い
に

も
、
御
神
体
や
宝
物

は
瓦
谷
村
へ
避
難
さ

せ
て
い
た
た
め
無
事

で
し
た
。
そ
れ
か
ら
４
日
後
の
４
月
23
日
に
、
今
度
は
新
政
府

軍
に
よ
る
宇
都
宮
城
奪
還
戦
が
起
こ
る
の
で
す
。

一
進
一
退
の
攻
防
が
続
く
中
、
大
鳥
圭
介
は
新
政
府
軍
を
牽

制
す
る
た
め
、
新
選
組
ら
を
二
荒
山
（
明
神
山
）
へ
向
か
わ
せ

て
い
ま
す
。

土
方
歳
三
ら
多
く
の
指
揮
官
が
負
傷
す
る
中
、
新
政
府
軍
の

攻
撃
を
防
ぎ
き
れ
な
く
な
っ
た
旧
幕
府
軍
は
、
つ
い
に
日
光
を

目
指
し
て
退
却
し
て
い
き
ま
し
た
。

―
―
宇
都
宮
の
人
々
の
心
意
気

戦
い
の
後
、
新
政
府
軍
兵
士
の
遺
体
は
官
修
墳
墓
と
し
て
丁

重
に
葬
ら
れ
ま
し
た
が
、
賊
軍
と
さ
れ
た
旧
幕
府
軍
兵
士
の
遺

体
は
朽
ち
果
て
る
ま
で
放
置
す
る
の
が
当
時
の
慣
わ
し
で
し
た
。

こ
れ
を
不
憫
に
感
じ
た
宇
都
宮
の
人
々
は
遺
体
を
密
か
に
埋
葬

し
「
賊
神
様
」
と
呼
ん
で
そ
っ
と
供
養
を
続
け
て
き
た
の
で
す
。

明
治
７
年
（
１
８
７
４
）、
明
治
政
府
か
ら
祭
祀
の
許
可
が

下
り
る
と
六
道
ノ
辻
で
は
「
戊
辰
役
戦
士
墓
」
が
、
現
在
の
河

原
町
付
近
で
は
「
彰
義
隊
数
士
之
墓
」
が
建
立
さ
れ
、
か
つ
て

の
敵
で
あ
っ
て
も
同
じ
く
国
の
た
め
に
戦
っ
た
人
々
の
霊
を
慰

め
て
い
ま
す
。

今
年
（
２
０
１
８
）
は
明
治
改
元
１
５
０
年
に
当
た
り
ま
す
。

私
た
ち
「
黄
ぶ
な
愉
快
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
こ
の
よ
う
な
宇

都
宮
に
残
る
戊
辰
戦
跡
を
巡
る
観
光
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。

戊
辰
戦
争
に
関
す
る
12
か
所
の
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
の
他
、

ま
ち
歩
き
途
中
に
休
憩
も
で
き
る
カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
を
目

印
と
し
て
、
道
順
を
わ
か
り
や
す
く
掲
載
し
て
い
ま
す
。

オ
リ
オ
ン
通
り
に
あ
る
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
宮
カ
フ
ェ
」

で
、
明
治
１
５
０
年
記
念
ミ
ヤ
リ
ー
缶
バ
ッ
ジ
の
付
録
と
し
て

頒
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

黄
ぶ
な
愉
快
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　
荒
瀬
友
栄

2

▲「戊辰戦争宇都宮城攻防図」（部分）　光明寺:所蔵　栃木県立博物館:画像提供
戊辰戦争における宇都宮城の攻防戦を俯瞰的に描いた絵巻である。

宇
都
宮
と
戊
辰
戦
争

特
集
特
集

ぼ

し

ん
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戦士烈士の墓の灯篭には中村半次郎（桐野利
秋）や野津七次（道貫）の名が残る。
禅寺らしい芧葺の山門や吾唯知足の池、北向
甘酒地蔵も見どころ。

※門の画像はハメコミ合成です

須賀神社
↓ ①下河原門

『～下河原口は多く本藩の兵にして香川氏指
揮せられ力を尽して拒き守れり。
これより敵味方互に鉄砲を発して相戦う。賊
は尚進んで散兵を以て簗瀬橋よりうんかの如
く城門に迫り来る～』　　　　戊辰日記　縣勇記
付近の須賀神社が目印。

②常念寺
元々城内にあった彰義隊数士之墓が明治27年
亀郭の建設に伴いこの寺内へ移された。
実際の被葬者は第2次宇都宮城攻防戦時に付
近で戦った御料兵と思われる。

『数士姓名不祥戊辰夏戦死此地里人埋之今已七年為敵
樹之何以得改恨在慰幽魂也』　   部は不確定

3
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今
回
の
特
集
の
テ
ー
マ
「
宇
都
宮
の
戦
い
」
に
は
、
誰
も
が

知
っ
て
い
る
歴
史
上
の
人
物
が
何
人
も
登
場
し
ま
し
た
。
ま
た

郷
土
の
著
名
人
も
、
こ
の
戦
い
に
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
人
物
に
つ
い
て
簡
単
に
ご
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。

土ひ
じ
か
た
と
し
ぞ
う

方
歳
三
（
１
８
３
５
～
１
８
６
９
）

新
選
組
の
副
長
と
し
て
そ
の
名
を
広
く
知
ら
れ
て
い
る
土
方

歳
三
は
、
豪
農
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
散
薬
の
行
商
と
し
て
歩

き
な
が
ら
剣
の
修
業
に
も
打
ち
込
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

終
生
の
友
と
な
る
近
藤
勇
と
出
会
い
、文
久
３
年
（
１
８
６
３
）

に
上
洛
。
そ
の
夏
に
新
選
組
が
発
足
し
ま
し
た
。
京
都
の
治
安

維
持
を
役
目
と
し
た
新
選
組
に
つ
い
て
は
、
歴
史
書
や
歴
史
小

説
、
映
像
作
品
な
ど
で
さ
ま
ざ
ま
に
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

新
選
組
が
解
散
し
、
局
長
の
近
藤
勇
が
刑
死
し
た
後
も
、
土

方
は
旧
幕
府
軍
の
リ
ー
ダ
ー
の
一
人
と
し
て
転
戦
を
重
ね
ま
し

た
が
、
つ
い
に
明
治
２
年
（
１
８
６
９
）
函
館
の
五
稜
郭
で
戦

死
し
ま
し
た
。

大お
お
と
り
け
い
す
け

鳥
圭
介
（
１
８
３
３
～
１
９
１
１
）

兵
庫
県
赤
穂
の
出
身
で
、
若
い
頃
は
医
学
や
西
洋
の
学
問
を

学
び
、
西
洋
兵
学
に
も
通
じ
て
い
ま
し
た
。
の
ち
に
幕
臣
に
取

り
立
て
ら
れ
、
や
が
て
歩
兵
奉
行
を
拝
命
し
て
幕
府
軍
の
最
高

幹
部
の
一
人
に
な
り
ま
す
。
江
戸
開
城
の
後
は
伝
習
隊
を
率
い

て
戊
辰
戦
争
を
転
戦
し
ま
す
が
五
稜
郭
の
戦
い
で
捕
ら
え
ら
れ

ま
す
。
明
治
５
年
（
１
８
７
２
）
に
特
赦
で
出
獄
し
た
後
は
明

治
新
政
府
に
仕
え
ま
し
た
。

江え
が
み
た
ね
あ
き

上
種
明
（
１
８
４
２
～
１
８
８
５
？
）

会
津
藩
の
藩
士
で
、
旧
幕
府
軍
の
伝
習
隊
で
活
躍
し
た
人
で

す
。
一
般
に
は
「
秋
月
登
之
助
」
の
名
前
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

文
久
２
年
（
１
８
６
２
）
12
月
、
藩
主
・
松
平
容
保
が
京
都
守

護
職
に
任
じ
ら
れ
上
洛
し
た
際
、
身
辺
警
護
の
一
人
と
し
て
京

都
に
赴
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
慶
応
４
年
（
１
８
６
８
）
に
旧

幕
府
軍
に
加
わ
り
、
宇
都
宮
の
戦
い
で
は
大
鳥
圭
介
が
隊
長
を

つ
と
め
る
伝
習
隊
の
第
一
大
隊
を
指
揮
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も

旧
幕
府
軍
と
と
も
に
転
戦
し
ま
し
た
。
母
成
峠
の
戦
い（
会
津
）

以
降
の
消
息
は
伝
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
会
津
若
松
市
の
興
徳

寺
に
あ
る
江
上
家
の
墓
所
に
「
秋
月
登
之
助　

明
治
18
年
１
月

６
日　

行
年
44
才
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
戊
辰
戦
争
を

生
き
延
び
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

縣あ
が
た
り
く
せ
き

六
石
（
１
８
２
４
～
１
８
８
１
）

縣
六
石
は
宇
都
宮
藩
の
家
老
で
あ
る
安
形
家
に
生
ま
れ
、
若

い
頃
に
剣
術
や
勉
学
に
励
み
ま
し
た
。
や
が
て
帰
藩
す
る
と
姓

を
「
縣
」
に
改
名
し
ま
し
た
。
数
年
後
、
父
の
死
後
に
家
督
を

弟
に
譲
り
ま
す
が
、
彼
自
身
も
藩
主
に
仕
え
な
が
ら
藩
政
改
革

に
取
り
組
み
、
藩
の
重
鎮
と
し
て
藩
政
を
リ
ー
ド
し
て
い
き
ま

す
。
文
久
２
年
（
１
８
６
２
）
に
起
っ
た
坂
下
門
外
の
変
に
宇

都
宮
藩
の
人
間
も
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
藩
は
窮
地
に
立
ち

ま
す
が
、
六
石
は
天
皇
家
の
墓
で
あ
る
山
陵
修
復
を
発
議
し
、

藩
の
危
機
を
救
い
ま
す
。
ま
た
こ
れ
に
よ
り
朝
廷
か
ら
も
好
意

的
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
元
治
元
年
（
１
８
６
４
）
に
起
き
た
水
戸
天
狗
党

事
件
で
、
藩
内
に
入
っ
た
天
狗
党
に
対
す
る
処
置
を
責
め
ら
れ

た
六
石
は
す
べ
て
の
職
務
を
解
か
れ
、
謹
慎
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

慶
応
元
年
（
１
８
６
６
）
に
許
さ
れ
、
ふ
た
た
び
藩
政
の
重
鎮

と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

宇
都
宮
藩
は
戊
辰
戦
争
で
は
新
政
府
側
に
つ
き
、
宇
都
宮
の

戦
い
で
旧
幕
府
軍
と
戦
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
六
石
の
功
績
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
家
老
と
な
っ
て
藩
政
に
尽
く
し
、

明
治
以
降
は
司
法
官
僚
と
し
て
新
政
府
の
た
め
に
働
き
ま
し
た
。

明
治
９
年
（
１
８
７
６
）
に
は
司
法
省
大
審
院
付
判
事
に
命
ぜ

ら
れ
て
い
ま
す
。
明
治
10
年
（
１
８
７
７
）
に
全
て
の
役
職
か

ら
退
い
て
宇
都
宮
に
戻
り
、
簗
瀬
町
に
私
塾
を
開
き
ま
し
た
。

戊
辰
戦
争
で
焼
失
し
た
二
荒
山
神
社
は
仮
社
殿
に
祀
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
明
治
10
年
（
１
８
７
７
）
に
再
建
さ
れ
ま
す
。

そ
の
間
の
明
治
５
年
（
１
８
７
２
）
に
い
っ
た
ん
国
幣
中
社
の

社
格
と
な
り
ま
す
が
、
翌
年
に
県
社
に
降
格
さ
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
宇
都
宮
に
戻
っ
た
六
石
は
氏
子
総
代
に
推
さ
れ
た
こ
と

も
あ
り
、
社
格
復
格
の
た
め
に
奔
走
し
ま
す
。
そ
の
時
す
で
に

六
石
は
病
身
で
し
た
が
、
故
郷
宇
都
宮
の
た
め
に
力
を
ふ
り
し

ぼ
り
、
内
務
省
や
徳
川
家
、
有
栖
川
宮
家
な
ど
を
幾
度
も
訪
れ

て
社
格
復
格
を
訴
え
ま
し
た
。
六
石
は
明
治
14
年（
１
８
８
１
）

に
亡
く
な
り
ま
す
が
、
彼
を
は
じ
め
と
す
る
運
動
に
よ
り
２
年

後
の
明
治
16
年
（
１
８
８
３
）
５
月
に
は
国
幣
中
社
に
復
帰
し

ま
し
た
。

六
石
は
し
ば
し
ば
改
名
し
て
お
り
、
活
躍
時
期
に
よ
っ
て
名

前
が
違
っ
て
い
ま
す
が
、
煩
雑
に
な
る
た
め
六
石
で
統
一
し
ま

し
た
。
諱
は
信の
ぶ
つ
ぐ輯

で
す
。
墓
は
宇
都
宮
市
内
の
慈
光
寺
に
あ
り

ま
す
。

宇都宮の お ま つ り 今昔

▲２００７年に復元された宇都宮城の富士見櫓
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宇都宮の お ま つ り 今昔

▲年３回奉納される田楽舞
 （宇都宮伝統文化連絡協議会『うつのみやの伝統文化』（随想舎）より▲江戸時代の田楽舞の様子

二
荒
山
神
社
に
は
、
毎
年
５
月
15
日
の
田
舞
祭
と
１
月
・
12
月
の
お
た

り
や
祭
に
「
田
楽
舞
」
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。

田
楽
舞
は
豊
作
を
祈
る
踊
り
と
し
て
平
安
時
代
に
生
ま
れ
、
全
国
各
地

で
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
社
で
は
鎌
倉
時
代
頃
か
ら
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
、
中
断

し
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
が
、
江
戸
時
代
後

期
の
文
化
年
間
の
頃
に
再
興
さ
れ
た
よ
う

で
す
。

昔
か
ら
神
社
と
縁
の
深
い
堀
米
地
区
（
関

堀
町
）
の
家
々
に
伝
承
さ
れ
、「
堀
米
の
田

楽
舞
」
と
し
て
、
宇
都
宮
市
の
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
お
り
、
栃
木
県
内
に
現
存
す
る
唯

一
の
田
楽
舞
と
し
て
大
変
貴
重
で
す
。

今
号
の
表
紙
は
、
江
戸
時
代
に
描
か
れ
た

「
祭
礼
図
絵
」
を
あ
し
ら
っ
た
も
の
で
す
。

「
田で
ん
が
く
ま
い

楽
舞
」
宇
都
宮
市
無
形
文
化
財

二
荒
山
神
社
の
鳥
居
に
つ
い
て

二
荒
山
神
社
に
は
、
大
通
り
に
面

し
て
建
つ
大
鳥
居
（
両
部
鳥
居
）
の

ほ
か
摂
社
末
社
に
も
鳥
居
が
あ
り
ま

す
。
お
参
り
の
際
に
形
の
違
い
な
ど

を
確
認
し
て
み
て
下
さ
い
。

鳥
居
は
神
社
の
神
域
を
示
す
一
種

の
門
で
す
。
左
右
２
本
の
柱
の
上
に

笠
木
を
わ
た
し
て
、
そ
の
下
に
柱
を

連
結
す
る
貫
を
い
れ
た
も
の
で
、
神

明
鳥
居
を
基
本
と
し
て
、
明
神
・
山

王
・
三
輪
・
両
部
鳥
居
な
ど
の
形
式

が
あ
り
ま
す
。

◀大鳥居
形式：両部鳥居　　
高さ：9.6メートル
幅　：12.8メートル
用材：ケヤキ
（樹齢約400年栃木県産材) 
平成20年10月建替え竣工

江戸時代

大鳥居の変遷

明治～昭和（戦前・戦中）

昭和（戦後）～平成　

博
泉
堂
鈴
木
氏
奉
納 稲荷鳥居稲荷鳥居

初
辰
稲
荷
（
末
社
）

松
尾
神
社
（
末
社
）神

しんめい

明鳥居神
しんめい

明鳥居

喜
佐
見
分
詞
（
塩
谷
町
）

氏
子
青
年
会
奉
納

下
之
宮
（
摂
社
）

明
みょうじん

神鳥居明
みょうじん

神鳥居

江
戸
時
代
宇
津
氏
奉
納

菅
原
神
社
（
末
社
）

明
みょうじん

神鳥居明
みょうじん

神鳥居

笠木
かさぎ しまぎ がくづか だいわ

ぬき

かめばら だいいし

はしら

島木

貫

亀腹・台石

柱

額束 台輪

控
貫

控
柱
（
稚
児
柱
）

鳥居の部分名称
（両
りょうぶ

部鳥居）

両
りょうぶ

部鳥居両
りょうぶ

部鳥居

神
しんめい

明鳥居神
しんめい

明鳥居

明
みょうじん

神鳥居明
みょうじん

神鳥居

神
しんめい

明鳥居神
しんめい

明鳥居
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渡御のお出迎えよろ　　 しくお願い致します。
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天
王
祭

７
月
14
日（
土
）～
20
日（
金
）　

７
日
間

菊
水
祭

27
日（
土
）  

下
町
渡
御　

14
日（
土
）

15
日（
日
）

午
後
６
時

午
前
10
時
よ
り

午
後
１
時
半
よ
り
神
輿
渡
御（
下
町
地
区
）

神
輿
渡
御（
上
町
地
区
）

親
子
神
輿
対
面
神
事

（
城
址
公
園
出
発
）

宇
都
宮
駅

西
口

二荒山神社

田川

幸橋

博労町
東橋

押切橋

宮の橋

洗橋

パ
ル
コ

ホテル・
ザ・

セントレ

南大門

ララスクエア

消防
分団

GS

ド
ン
キ

み
は
し
通
り

本
丸
西
通
り

東
通
り

旭中学校
ＮＴＴ

簗瀬小学校

東小学校

宇都宮
城址公園

県庁

市役所

大町通り

清巌寺通り

石町通り

元石町通り

日野町通り

中央
郵便局

ＮＨＫ

大通り大通り

平成通り

南大通り 南大通り

オリオン通り

県庁前通り
11：30

11：50

13：45

14：00 10：10

慈光寺

清巌寺

14：40
本丸西部

イタヤ

記念病院

〒

シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド

常念寺

10：40
八坂神社
10：40
八坂神社

栃
木
街
道

陽
西
通
り

材
木
町
通
り

東
京
街
道

み
は
し
通
り

今
小
路
通
り

宇
商
通
り

シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド

シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド

ド
ン
キ

パ
ル
コ

桜
小
学
校

日野町通り

南通り

大町通り

ユニオン
通り

オリオン
通り至鹿沼

至大谷
宮島町通り

伝馬町

桜大谷通り
14:30

15:00 15:30 11:30

12:00

12:15

10:20

10:45

11:00

14:10

宿郷一丁目

大町
観専寺

県庁前通り 慈光寺

二荒山神社

中塙田

小袋町

西口

県庁

至市役所

裁判所

西大寛 江野町
（オリオンスクエア）

宮島町

イタヤ

ララスクエア大通り大通り大通り

田川

宮の橋

押切橋

洗橋

足利銀行

下
之
宮

東武駅

宇
都
宮
駅

末社須賀神社の夏祭りです。京都八坂神社の祇
園祭に由来し邪悪（夏の疾病）を祓う祭です。

江戸時代に神のご加護で火難を免れたことを感
謝して賑わいの神事が行われ、以来例祭の付祭
りとなりました。



流鏑馬神事 27日・28日両日、鳳輦出御前及び帰還後の２回行います。
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渡御のお出迎えよろ　　 しくお願い致します。

7

冬
渡
祭
・
春
渡
祭

冬
渡
祭　

平
成
30
年
12
月
15
日（
土
）

春
渡
祭　

平
成
31
年
１
月
15
日（
火
）

28
日（
日
）  

上
町
渡
御

二荒山神社

パ
ル
コ

ホテル・
ザ・

セントレ

栃
木
街
道

陽
西
通
り

桜
小
学
校

泉町通り

清住町通り

GS

至大谷

光琳寺

観専寺

六道

宇都宮
女子高

県庁前通り

慈光寺
足利銀行

テニス
コート

東武宇都宮駅

本
郷
町
通
り

材
木
町
通
り

ド
ン
キ

み
は
し
通
り

本
丸
西
通
り

本
丸
西
通
り

いちょう通り

今
小
路
通
り

宇都宮城址公園東
京
街
道

蓬
莱
大
黒
通
り

県庁

至市役所

シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド

日野町通りユニオン通り

もみじ通り

伝馬町

睦町
裁判所

中央郵便局

ＮＨＫ

大通り

南大通り

平成通り平成通り

大通り

セブン
イレブン

マンション

オリオン通り

桂林寺
10：00

11：30

13：40

15：15

10：30

11：00

松原通り

境町

花房公園
14：00

昭和通り
14：50

ララスクエア

二荒山神社春渡祭
１月15日
春渡祭
１月15日

冬渡祭
12月 15日
冬渡祭
12月 15日

県庁

至市役所

イタヤ

大通り

田川

宮の橋

大通り 宇
都
宮
駅

下
之
宮

パ
ル
コ

ド
ン
キ

シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド

み
は
し
通
り

今
小
路
通
り

東
通
り

上
河
原
通
り

東
京
街
道

奥
州
街
道

川
向
銀
座
通
り

馬
車
道
通
り

オリオン通り
1/15 春渡

東武駅

日野町通り

大町通り

大町

西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
前
で
Ｕ
タ
ー
ン

ホテル
丸治

ホテル・
ザ・

セントレ

上野
文具

東武百貨店

大山
ビル

18：00
12/15 冬渡
18:45

12/15 冬渡
18:30

1/15 春渡
17：45

1/15 春渡
18：30

1/15 冬渡
18：00

17：30出発

渡御とは…
渡御は、神様が宿っ
たご神体や依り代を
神輿に移して、市内
を行列することです。
当社の渡御は、上町
と下町を二日間かけ
て、氏子様たちとと
もに歩きます。お手
を合わせて拝んでお
迎えください。

平安末期頃から春（１月）冬（12月）の年２回行
われる祭で、中世から神輿が巡幸し家内安全、
無病息災を願います。



菊
水
祭

菊
水
祭

天
王
祭

天
王
祭

8



菊
水
祭

菊
水
祭

天
王
祭

天
王
祭

9



10

●
㈲
福
勝
不
動
産
●
㈲
鈴
木
電
気
●
明
花

商
事
●
関
根
則
次
公
認
会
計
士
事
務
所

●
合
資
会
社
花
久
●
福
田
勝
美
●
㈲
福
田

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
●
ホ
テ
ル
丸
治
●
㈱
ア
ク
テ
ィ
チ
ャ
レ
ン
ジ
中
村
雄
三
●
㈲
宇
都
宮
ガ
ー
デ
ン
●
清
水
明
●
松

本
功
●
㈲
料
亭
明
治
屋
●
大
谷
通
り
桜
会
●
谷
田
部
峻
●
谷
田
部
石
材
販
売
●
松
本
ス
ポ
ー
ツ
服
装
店
●
㈱
佐
藤
●
画

材
額
縁
白
木
屋
●
上
野
泰
男
●
大
和
証
券
㈱
宇
都
宮
支
店
●
㈱
常
陽
銀
行
宇
都
宮
支
店
●
野
村
證
券
㈱
宇
都
宮
支
店

●
高
山
忠
男
●
玄
贊
旭
●
下
野
印
刷
㈱
●
㈱
栃
木
銀
行
馬
場
町
支
店
●
㈱
東
邦
銀
行
宇
都
宮
支
店
●
㈱
東
武
ホ
テ
ル
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
宇
都
宮
東
武
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
デ
●
㈱
ト
ー
ホ
ー
・
北
関
東
●
昭
和
商
事
㈱
●
㈱
竹
石
ビ
ル
●
宇
都
宮
証

券
㈱
●
印
出
井
歯
科
医
院
●
秋
山
塗
工
㈱
●
㈱
福
田
屋
百
貨
店
●
㈱
大
渕
●
大
和
食
品
㈱
●
㈱
福
田
機
械
店
●
㈱
山
本

損
保
プ
ロ
保
険
サ
ー
ビ
ス
●
㈱
歩
行
社
●
タ
イ
ム
ズ
24
㈱
●
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
日
興
証
券
●
荒
井
一
郎
●
髙
橋
勝
男
●
ビ
ュ
ー

テ
ィ
ー
サ
ロ
ン
モ
ー
ド
●
千
蔵
工
業
㈱
●
奥
村
税
務
会
計
事
務
所
奥
村
正
●
塩
井
庸
次
●
北
関
東
綜
合
警
備
保
障
㈱

●
高
橋
税
務
会
計
事
務
所
高
橋
裕
樹
●
国
伸
総
合
貿
易
㈲
神
戸
俊
輔
●
銀
座
齋
藤
千
代
子
●
バ
ー
ク
ラ
ッ
ク
柿
沼
典

克
●
廻
谷
賢
二
●
割
烹
吉
本
●
田
舎
料
理
水
月
柿
沼
英
雄
●
㈲
齋
藤
石
材
店
齋
藤
充
●
㈱
五
光
宇
都
宮
店
●
㈱
博
報
社

髙
山
仁
●
冨
塚
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
冨
塚
浩
●
㈱
テ
ク
ニ
カ
ル
ワ
ー
ク
矢
野
隆
昭
●
中
山
剛
夫
●
あ
ら
玉
●
㈱

栃
放
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
●
後
藤
孝
子
●
割
烹
柏
●
㈲
堺
屋
商
店
●
宇
都
宮
オ
リ
オ
ン
通
り
商
店
街
振
興
組
合
●
ゆ

た
か
陶
器
●
㈲
シ
ル
バ
ー
大
橋
敦
司
●
長
谷
川
時
計
店
●
㈱
丸
美
屋
●
関
一
夫
●
㈱
ラ
ッ
キ
ー
商
会
●
菱
沼
薬
局
●
藤

井
昌
一
●
ミ
ド
リ
薬
局
猪
瀬
和
人
●
㈱
タ
カ
モ
リ
髙
山
功
紀
●
㈱
エ
イ
セ
イ
塗
装
工
業
●
大
谷
和
気
保
険
事
務
所
和

気
理
絵
子
●
㈲
ラ
ラ
・
ド
リ
ー
ム
●
ハ
マ
ダ
交
通
株
式
会
社
●
時
計
・
宝
石
タ
ケ
カ
ワ
●
㈱
足
利
銀
行
宇
都
宮
支
店

●
フ
タ
バ
食
品
㈱
●
医
療
法
人
至
誠
会
滝
澤
病
院
●
烏
山
信
用
金
庫
●
㈱
家
具
の
上
野
●
㈲
シ
ン
ガ
イ
写
真
館
●
栃
木

信
用
金
庫
●
㈲
長
瀬
文
具
店
●
㈲
長
岡
工
業
●
宇
都
宮
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
●
稲
葉
勉
法
律
事
務
所
●
㈲
ラ
ッ
キ
ー
デ

ザ
イ
ン
●
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険
㈱
栃
木
支
店
●
三
栄
不
動
産
㈱
●
勝
田
亨
●
鈴
木
久
子
●
片
寄
ト
ヨ
●

照
井
栄
子
●
鈴
木
洋
子
●
増
田
安
雄
●
池
田
節
子
●
㈲
板
倉
美
容
院
板
倉
富
子
●
森
ミ
サ
子
●
ユ
ー
ユ
ー
ワ
ー
ル
ド
●

㈱
キ
ク
ヤ
●
斎
藤
商
事
㈱
●
銘
茶
関
口
園
●
㈱
パ
ル
コ
宇
都
宮
店
●
協
同
組
合
宇
都
宮
餃
子
会
●
宇
都
宮
み
ん
み
ん
●

桝
屋
グ
ル
ー
プ
桝
屋
不
動
産
株
式
会
社
●
野
沢
秀
熈
●
医
療
法
人
中
山
会
宇
都
宮
記
念
病
院
●
黒
崎
歯
科
医
院
●
パ

ブ
秀
佐
々
木
秀
子
●
㈲
鳥
居
薬
局
●
ホ
テ
ル
・
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ
●
㈲
佐
野
孝
商
店
●
㈱
堀
井
●
㈲
丸
伊
呉
服
店
●
税
理

士
倉
井
章
事
務
所
●
㈱
福
田
屋
呉
服
店
●
㈱
新
三
●
㈱
新
三
鈴
木
淑
子
●
す
ず
き
歯
科
鈴
木
英
雄
●
㈱
池
田
亀
次
郎

商
店
●
山
二
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
㈲
上
野
裕
司
●
古
宮
酸
素
㈱
●
㈱
町
田
建
塗
工
業
●
㈱
須
山
液
化
ガ
ス
●
ア
ク
ア
イ
ン

ボ
ッ
カ
●
ナ
オ
ミ
オ
オ
ガ
キ
●
㈲
ル
・
プ
ラ
ン
●
居
酒
屋
京
屋
●
㈱
オ
ト
ワ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
●
金
井
会
計
事
務
所
●

デ
ザ
イ
ノ
ア
ル
グ
レ
イ
田
代
暢
雄
●
㈱
藤
井
鋼
業
藤
井
康
夫
●
㈲
サ
ン
エ
イ
通
信
三
品
隆
雄
●
中
国
料
理
虎
前
田
賢

司
●
㈱
高
崎
工
務
店
高
崎
英
雄
●
明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
宇
都
宮
支
社
●
大
津
屋
ビ
ル
㈱
●
青
源
味
噌
㈱
●

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
㈱
栃
木
支
店
●
割
烹
う
を
の
ぶ
●
㈱
魚
よ
し
●
花
正
●
㈱
虎
屋
本
店
●
㈲
仁
科
権
蔵
商
店
●
㈲
オ
リ
オ

ン
商
事
●
㈱
井
上
総
合
印
刷
●
㈱
渡
辺
有
規
建
築
企
画
事
務
所
●
渡
辺
建
設
㈱
●
東
野
交
通
㈱
●
栗
田
工
業
㈱
●
㈱
ダ

イ
ド
ー
ド
リ
ン
コ
サ
ー
ビ
ス
関
東
宇
都
宮
営
業
所
●
㈱
と
ら
や
弥
生
●
㈱
ロ
コ
コ
企
画
装
飾
●
群
馬
銀
行
宇
都
宮
支

店
●
秋
澤
信
仁
●
㈲
篠
﨑
允
孝
商
店
●
㈱
シ
ノ
ザ
キ
●
㈱
コ
ア
ミ
計
測
機
●
マ
ス
ト
ー
商
事
㈱
●
㈲
松
村
●
㈱
大
貫
商

店
●
㈱
渡
淸
●
㈱
オ
ア
シ
ス
●
髙
林
堂
●
小
谷
野
儀
一
●
㈱
鱒
渕
建
設
●
㈱
横
倉
本
店
●
㈱
ト
ー
ホ
ク
●
ホ
テ
ル
サ
ン

ル
ー
ト
宇
都
宮
●
合
名
会
社
つ
ち
や
●
宇
都
宮
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
●
㈲
森
川
衣
裳
店
●
宇
都
宮
卸
商
業
団
地
協

同
組
合
●
㈱
竹
石
紙
店
●
㈱
辻
由
●
栃
木
小
松
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
㈱
●
リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
㈱
●
㈱
増
渕
組
●
宇
都
宮
商

工
会
議
所
●
㈱
宮
本
印
刷
●
小
花
塗
装
㈱
●
タ
カ
ク
コ
ー
ポ
高
工
正
三
●
割
烹
中
村
●
㈲
ア
サ
ヒ
商
事
●
㈱
三
和
青
果

●
お
で
ん
の
ん
き
●
カ
フ
ェ
ド
オ
リ
ー
ブ
●
㈱
関
口
代
表
取
締
役
会
長
関
口
快
流　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
平
成
30
年
４
月
10
日
現
在
）

二
荒
山
神
社
氏
子
町
会※自

治
会

4

4

4

は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

●
旭
町
湖
南
●
旭
町
二
丁
目
中
央
●
伊
賀
町
北
部
●
池
上
町
●
泉
町
●
一
・
一
●
一

条
町
二
丁
目
●
一
条
三
丁
目
●
一
条
四
丁
目
●
歌
橋
町
●
江
野
町
●
和
尚
塚
南
部

●
和
尚
塚
二
丁
目
●
小
幡
町
東
部
●
小
幡
町
西
部
●
小
幡
町
北
部
●
小
幡
町
南
部

●
河
原
町
●
北
一
の
沢
亀
鶴
荘
●
清
住
町
●
小
伝
馬
町
●
寿
町
●
幸
町
●
境
町
●
桜

通
り
●
桜
大
谷
通
り
●
桜
東
●
桜
二
丁
目
●
西
原
西
組
●
三
条
町
北
部
●
三
条
町

南
部
●
三
条
町
も
み
じ
通
り
●
材
木
町
通
り
協
和
会
●
材
木
町
中
央
●
材
木
町
五

番
●
昭
和
通
り
●
新
川
●
新
石
町
●
杉
原
尾
上
町
●
住
吉
陽
西
通
り
●
滝
谷
町
●

滝
谷
町
東
部
●
滝
谷
町
巽
●
大
寛
一
丁
目
●
大
寛
二
丁
目
●
大
寛
三
丁
目
北
部
●

大
寛
三
丁
目
南
部
●
大
黒
町
●
中
央
北
部
●
中
央
二
丁
目
中
部
●
鉄
砲
町
●
伝
馬

町
●
戸
祭
西
部
●
戸
祭
二
丁
目
●
戸
祭
元
町
●
戸
祭
地
区
四
丁
目
●
中
戸
祭
一
区

●
中
戸
祭
二
区
●
錦
町
一
丁
目
●
二
里
山
●
二
条
町
北
部
●
西
塙
田
北
部
●
西
原

川
向
●
西
原
佐
野
街
道
●
西
原
十
三
町
●
西
原
太
子
町
●
西
原
仲
町
●
吉
野
町
●

西
原
本
町
●
西
原
末
広
町
●
西
原
六
道
町
●
西
大
寛
中
組
●
西
大
寛
本
町
●
熱
木

親
交
会
●
花
園
西
部
●
花
房
本
町
●
花
房
一
丁
目
●
西
塙
田
本
通
り
●
馬
場
町
●

挽
路
睦
会
●
不
動
前
三
丁
目
睦
会
●
蓬
莱
町
●
星
が
丘
川
西
●
曲
師
町
●
松
原
●

松
原
通
り
●
松
原
一
丁
目
東
部
●
松
が
峰
●
操
町
北
部
●
南
伊
賀
町
●
南
新
町
上

組
●
南
新
町
下
組
●
宮
園
町
●
茂
登
町
●
陽
南
東
部
●
四
条
町
上
組
●
四
条
町
上

組
中
部
●
四
条
町
南
部
●
星
が
丘
西
部
●
本
郷
睦
会
●
下
戸
祭
一
丁
目
●
下
戸
祭

二
丁
目
●
戸
祭
町

上
町

●
相
生
町
●
旭
三
の
丸
●
本
丸
西
部
●
旭
南
●
旭
町
一
丁
目
北
部
●
旭
町
本
丸
●

旭
二
南
館
●
今
小
路
●
今
泉
町
●
大
町
●
扇
町
●
大
曽
二
区
●
大
曽
三
区
●
大
曽

西
町
●
小
門
町
●
押
切
町
●
小
田
町
●
御
蔵
町
●
川
向
一
丁
目
●
川
向
二
丁
目
●

川
向
三
丁
目
●
川
向
四
丁
目
●
川
向
五
丁
目
●
川
向
六
丁
目
●
上
河
原
●
河
原
町

亀
井
が
丘
●
旭
栄
町
●
石
町
●
小
袋
町
●
宿
郷
町
一
丁
目
●
宿
郷
町
二
丁
目
●
宿

郷
町
三
丁
目
●
宿
郷
町
四
丁
目
●
宿
郷
町
五
丁
目
東
●
宿
郷
町
六
丁
目
西
●
八
日

市
場
●
下
河
原
町
●
清
水
町
●
新
宿
町
●
千
手
町
●
大
工
町
●
二
の
丸
（
中
央
三

丁
目
）
●
寺
町
●
天
神
町
●
中
河
原
町
●
中
河
原
一
丁
目
●
中
塙
田
●
八
幡
山
●

塙
田
百
目
鬼
●
東
塙
田
一
区
●
東
塙
田
二
区
●
塙
田
三
区
●
東
塙
田
四
区
●
東
塙

田
五
区
●
東
塙
田
六
区
●
東
塙
田
七
区
●
平
松
町
●
日
野
町
●
二
荒
町
剣
宮
●
本

丸
東
部
●
峰
第
一
●
峰
町
三
区
●
宮
島
町
●
宮
町
（
一
区
）
●
元
石
町
●
簗
瀬
二

丁
目
上
組
●
簗
瀬
旭
陵
通
り
●
簗
瀬
三
丁
目
●
簗
瀬
四
丁
目
●
簗
瀬
五
丁
目
東
●

簗
瀬
五
丁
目
西
●
簗
瀬
六
丁
目
●
簗
瀬
七
丁
目
東

下
町

渡
御
祭
礼
協
賛
者
芳
名（
敬
称
略
）

氏子町会奉納金 2,271,440
祭礼協賛金 2,800,000
神社補助金 2,700,000
雑収入 120,008
繰越金（前年度より） 1,338,860

科　目 金額（円）
歳入の部

金額（円）項目
天王祭祭礼費 1,757,144
菊水祭祭礼費 2,366,147
冬春渡祭祭礼費 1,130,728
事務費 267,715
雑費 1,801,915

合計合計 9,230,308 7,323,649

歳出の部

平成 29年度 二荒山神社渡御祭礼会計 天王祭
祭典期間 7月15日（土）～20日（木） 6日間
親子神輿対面神事 7月15日（土）参加27町会 神輿28基
須賀神輿渡御 7月16日（日）上町―下町

10月28日（土）上町
10月29日（日）下町

菊水祭
鳳輦渡御及び （雨天の為切り上げ）

流鏑馬神事 （雨天の為中止）

おたりや
冬渡祭神輿渡御 平成29年12月15日（金）下町―上町
春渡祭神輿渡御 平成30年 1月15日（月）上町―下町

平成29年度　渡御祭礼報告
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2009 年３月に、この地に創業。開店当初からの看板菓
子「黒糖さぶれ」や「たってる生どら」などが、幅広い年
齢層に人気を博しています。「お客様に笑顔になっていた
だけるようなお菓子を作っていきたいですね」と、笑顔で
語る柿沼社長。手土産やギフトにも好適なお菓子が並ぶ明
るい店内は、訪れるだけで笑顔になってしまいます。「黒
糖さぶれ」をはじめとする定番の焼き菓子のほか、四季の
移ろいを見事に表現した上生菓子は、その意匠や名前にも
和の心を感じさせてくれます。京都の名店「末富」で磨い

た柿沼社長の技が光ります。ま
た、二荒山神社にちなんだ「二
荒の山」や「いちのみや」など
の菓子も贈答用に好評です。
かつてユニオン通りにあった
菓子店が柿沼社長の生家。「二
荒山神社様には、祖父の代、私
が子どもの頃から、お世話に
なっています。現在も御神菓を
納めさせていただいています」
桜の便りが届くなか、とらや
弥生は９年目の春を迎えました。

株式会社とらや弥生 株式会社渡清

「昭和９年の元旦、日野町、現在の二荒町に創業しました。
子どもの頃から二荒山神社周辺や、仲見世の東の招魂社（小
さな丘があり、現在の下之宮の所）が遊び場でした。現在
も日野町通りに店舗・住まいがあります」と懐かしそうに
笑顔で語る２代目社長、渡邉秀夫氏。
(株)渡清は、市内東宿郷の本社・工場を拠点に、県内一
円のレストランやホテルなどを対象に食肉及び食肉加工品
を卸しています。また近年はインターネットによる受注も
増大。販路は全国に拡大しています。そして昨年、同社の
熟成肉「とちぎ霧降高原牛」が、
国際味覚審査機構（iTQi、本部・
ベルギー）の最高位である優秀
味覚賞三つ星を受賞。交雑牛で
は国内初の快挙です。すぐれた
素材に独自の技術で大きな付加
価値を与えてブランド力を高め
ることに成功しました。「二荒
山神社は日々の暮らしや商売な
ど御守護頂いています。また節
分の厄難消除祈祷講祭の理事も
務めさせていただいています」

栃木県産食肉のブランド力を高める立役者お客様が笑顔になれる菓子を

住所　
TEL
FAX　

宇都宮市東宿郷 5-6-6
028-634-3474
028-633-8921

住所　
TEL
FAX　
HP

宇都宮市下岡本町 2130-5
028-666-0530
028-666-0530
http://www.toraya-yayo i .com

▲「これからも、他にないモノ、ないコ
トに挑戦していきます」と、渡邉社長

▲「見て食べて笑顔になっていただける
お菓子を作ります」と柿沼社長

現在 357 世帯を擁する桜大谷通り自治会。「昔は、
この通りを大谷石を運ぶトロッコが走っていたそう
ですよ」と話す松本さんは、生家も現在の場所。一
昨年に会長に就任して、日々奮闘しています。「先
代の方からそのまま受け継いだので、まだ慣れない
部分もあるけれど皆さんにご協力いただきながら頑
張っています」松本さんは、自治会会長とともに二
荒山神社の氏子総代も務めています。おたりや、天
王祭、菊水祭と神社の祭
礼のほか、宮まつりには
神輿を繰り出し、町内挙
げて祭に参加します。ま
た、地元桜小学校の下校
時の見守り隊も務める多
忙な日々。さらに、自治
会とは別組織の「桜寿会」
にも奥様とともに参加。
桜美公園の清掃などのほ
か、お茶会、太極拳など
の催しを楽しんでいます。

桜大谷通り自治会 大町自治会
大通りのすぐ南を走る大町通りは、かつて問屋町
として賑わいをみせていた界隈です。「この通りは
旧奥州街道の跡で、昔は大膳町とよばれ、大膳市が
立つ賑やかな所だったようです」と語るのは、大町
自治会会長の池田正夫さん。就任して３年目ながら、
これまでも長らく監事として自治会の運営を支えて
きました。「現在は35世帯ほどですが、毎年、冬渡祭、
春渡祭、天王祭や菊水祭には会所を設置し、また宮
まつりには神輿を繰り出
して町内一丸となって盛
りたてています」と話す
池田さん。その言葉には
歴史ある町会としての誇
りが感じられます。また、
大町通りにある史跡「お
しどり塚」にちなんで毎
年開催する「おしどり塚
祭」は、子どもたちにも
好評で、世代を越えた交
流の場となっています。

▲桜大谷通り自治会会長
　松本　功さん

▲大町自治会会長
　池田正夫さん
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ＪＲ宇都宮駅の近くに、三峰山神社という神社があります。その社内に２つ並んで立っている五輪塔は
「樋爪氏の墓」（宇都宮市有形文化財）と呼ばれています。
　文治５年（１１８９）に源頼朝が奥州藤原氏征伐に出立する時、宇都宮大明神（二荒山神社）に奉幣し
戦勝を祈願しました。そのかいあって藤原氏を滅ぼした頼朝は、凱旋の帰り道に祈願成就の御礼として再
び参詣しました。その際に捕虜であった樋

ひ づ め す え ひ ら

爪季衡、経
つ ね ひ ら

衡親
子を神に捧げ、季衡は当社の神人になったと伝えられてい
ます。樋爪塚はこの２人を祀ったものと伝えられています

（樋爪俊衡と弟の季衡という説もあります）。
別の伝説では、２人は頼朝の軍から逃れ上河原まで来た

もののついに捕まり、命を絶たれたと言います。その際に
打たれた首が博労町（現在の大通り５丁目付近）に飛んだ
ので、それを祀ったのが今の墓だということです。墓の回
りには南天が植えられ、その葉をとると盲目になると言わ
れています。

うつのみやの伝説　ー樋爪氏の墓ー
頼朝に祈願成就のお礼として捧げられた、親子の物語

▲樋爪親子を祀った五輪塔のある三峰山神社

平
成
30
年
5
月
　「
明
神
さ
ま
」　
二
荒
山
神
社
社
報
　
V
ol.5　

発
行

発
行
所
/
二
荒
山
神
社
　
〒
320-0026　

栃
木
県
宇
都
宮
市
馬
場
通
り
一
丁
目
1
番
1
号
　
☎
028-622-5271　

FA
X
028-624-3204

編
集
・
制
作
/
株
式
会
社
歩
行
社
　
取
材
編
集
/
岩
崎
剛
典
　
　
　

宇都宮といえば、大谷石、ジャズ、カクテルと
色々ありますが、まず餃子が思いあたるのではない
でしょうか？
当社も宇都宮の街の歴史と共に発展してきた神社
として、街の活性化を応援しようと試行錯誤を重ね
本年始めに「餃子おみくじ」が完成致しました。
餃子の皮の中には健康、学業、恋愛成就など５種
類の願意の縁起物が包まれています。
デザインは当社巫女が考案と力作となっています。

ご当地おみくじ登場！

スマートフォンなどでも
ご覧いただけます。

宇都宮二荒山神社神社のホームページでは、お問い合わせの多い、ご祈祷やお焚き上げに関す
る情報をご確認いただけます。また年２回発行の社報のバックナンバーもご覧
いただけますのでご利用下さい。

社報「明神さま」５号も無事
発刊することができました。誠
にありがとうございます。これ
もひとえに氏子、崇敬者の皆様
方のお蔭と存じます。
皆様方と宇都宮の地を盛り上
げようと、当社では餃子みくじ
などを始めました。
これからも、社報共々温かく
お見守りいただきますようお願
い申し上げます。
また、年間の渡御祭を始め神
社行事に御理解御協力を頂いて
おりますこと重ねて感謝申し上
げます。

【編集後記】　
日供祭は、毎朝神様に神

しんせん

饌（お食事）をおそなえし、１日
の平安をお祈りするお祭りです。事前のお申し込みは不要
で、どなたでもご自由にお参りしてい
ただけます。早朝参拝をして、すがす
がしい気持ちでよい１日をお過ごし
ください。

日供祭 ―にっくさい―

「御朱印」・「おみくじ」などは、午前９時より午後４時です。

【時間】毎日午前６時より約20分間
※月次祭（毎月１日、19日）及恒例祭典日を除く。

【場所】社殿（拝殿西側のご祈祷昇殿口からご昇殿下さい）
【見学】徳川家康奉納の「擬宝珠」を見学できます。

※DCキャンペーン期間の６月30日まで擬宝珠の観覧ができます。
【手水】ご昇殿の前には手水を行ってください。

幸せ包む餃子の形のおみくじ一番人気！
大好評です！！

幸せ包む餃子の形のおみくじ一番人気！
大好評です！！


